
昭和 16年
11月 19日 日向灘地震地域踏査報告

鷺坂清イ言ペ 本間 寧竺

生沼 明者ぺ伊 藤 博側発

昭和 16年 11月 19日午前 1時 46.分頃日向灘に起った地震は震源が陸地からUaつでゐた震

に一般に大した被害とそはたかったが，規模に於いては昭和 5年 11月 26日の北伊豆烈震を凌

第 1園 昭和 16年 11月 19日 日向灘地震の震度分布並びに津波襲来直域
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昭和 16年 11月 19日 日向灘地震地域踏査報告 163 

駕するものと考へられ九州の東海岸及び四図の西海岸に浪高 1米近くの小津浪を生じた程であっ

た.地震後直ちに震害地域を踏査した概要を次に報告する.

踏査報告を記述するに先だちとの地震の概要を記す・園は震央，各懸の匡内観測所の震度並びに

津浪の襲来した匡域を示すものである.震夫は東経 132.1
0

，北緯 32.6。で宮崎市の北東方約 100

粁の沖合に嘗る.津浪を生じたととからも震源は極めて浅いととが推定される.津浪は九州の東岸

一帯と四園の南西沿岸に亙り襲来し最大 1米位の浪高であった. 従って津浪による大した被害は

なかった.震度は此の津浪が襲来した沿岸に近い区域では大鐘強震としては弱い程度であったが他

の九州全般及び四図中園，の西部では中震或は弱震の所が多い.人吉では異常的に烈震で注目に値

する.

大分布 r市街を視察するに殆ど被害を見受けないが極めて稀に屋根瓦のズリ落ちズリ下り(第 1

国参照〉及び飾窓の破損(第 2園〉等あわ又春日神社の石燈籍は多数の中 11個持倒し共の中

7個は E→VV，3個 W→E，1個 N→Sへ韓倒した(第 3国).倫又屋内に柱のない約屋の倒壊

(第 4園〉或は土塀の倒壊.(第 5園)等もあったが前述の如く之等被害は極めて磁で皐に市街を

I視察するも通常の硝子障子の破損或は壁の亀裂等は一般に見受けられ友い.前述の約屋の倒壊の如

きも屋内に一本の'柱もなきものである. とれ等の事から見て大分市内の震度は中震 (IV)の極く強

い方である.叉大分市に於けり官余震は有感・無感合計して 19日に 19同 20日に 7同.21日に 2同

22 日凡2同と急速に減少してゐる.比の中有感のものは 19日に 3向あったのみである.

大分港内にある検潮儀には地震津浪の痕跡、もない.
¥ ¥  

津久見町 此庭では某商庄の飾窓の破損があったのみで.硝子戸或は屋根瓦等の破損は一般に見

交けられなかった.又井水の愛イ名或は護光現象等の所謂異常現象、も見聞し友かつアととの事である.

震度は中震 (IV)の中では極く強い方である.

津久美港の検潮儀の記象は口絵の昔sに掲げた如くである.湾の静振が護達してゐる震に津浪の始

め並びに地震の記録、が記象上に判明しない.然し大韓に於て地震後 3，40分位から津浪が現はれ次

第に登達し約 2時間後に最大に遣し金振幅 49糎程になれ週期は 20分位で共の勢力は中イセ衰へ

ず数時間後に於ても 20糎位の振幅である.

佐伯市 河口より 1粁程の庭にある検潮儀には全振幅約 10糎程度の津浪が記録された. 震度

は IVの強い方である.
@ 

白布読村

本震の震度は V の弱い方で，村全龍を概観するに石燈寵の倒れたのが一箇所(方向不明)，信用組

合大倉庫内の壁に亀裂を生じたり p同村の紳祉の屋根の一部が落ちたり.共の他二，三の民家に於て

壁に亀裂が入った所もある程度で全龍としては大した事はたかった.信用組合倉庫内の壁の亀裂は
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164 験， 震 時 報

主として東側及び南側に多く，共の大部分は上下:方向に縦に真直に入って居る.比の地方で感じた

，飴震同数は 19日に 18同， 20日に 6同， 21日に 1同， 22日午前中に 2同j計 27同の有感

地震があった.中 β 同は弱震程度のものであった.

由布院村附近の山崎と云ふ蓬りの温泉の温度を測ったものを見るに昭和 15年 5月は-54.0
0
Cで.

，あったものが昭和 16年 11月 18日は .57.5
0C，19日.56.0

0

， 20日 52.0
0

，21日 57.0
0

， 22 日

57.3
0

を示して居る.

測定は大韓午前 7時頃行った由であるが，.15年 5月以来は紋測であるので 18日の温度を以

てF 突然に昇湿したと云ふ様には断定出来たい.、但し夫以後の賓測と比較するに温度は一度降下

し次で、再び奮に復しう Lあるかに見受けられる.

附近の温泉湧出量を見るに山崎附近では温泉の自然湧出が約 30分全く止った場所がー箇所あっ

た.由布院村騨附近では地震後常に減量する箇所があり，今同も同様であった.共の他，量が増え

て温度が昇ったものもー箇所あった.此の附近の岩松村に於ても山田氏所有の自然湧出の温泉は増

量し且温度昇る.共の直ぐ附近にある田中氏所有の人工湧出のものは減量し旦温度も降下した.由

布院附近では大韓 SSvV了NNEtc渉って温泉脈がある様である.

此の附近では後光現象一地鳴等はなかった.また所謂地震の前兆の様友ものは見受けなかった.

只数日前から具帯に高温で土地の古老の中には地震の心配をした向きもあったさうである.

別府市震度は中震と推定せられる.全般的に取り立て L云ふ程の被害は無かったy 温泉の湧出

量は大穂に於て震後増量.しp 温度も上昇して居る.特記する様な現象は見られなかった・

大分膝下に於ける被害及び共の他の現象を大分測候所よりの共後の報告に基き概括的に記述すれ

ば次の如くである.. 

(1). -地震に依る被害(大分豚下全般)， (統計数は将、警察部の調査による)

負傷者 6名(中 1名は重傷〉

『全壊家屋 8椋(住家 3，非住家 5)

宇壊家屋 10棟(住家 2，非住家 8)

一昔~破損 49椋(住家 36，非住家 13)イ!!じ一部破損とは屋根瓦の損傷y 飾窓の破損，壁

の剥j落，土塀の破損，煙突の破損等を云ふ.

其の他陶器，硝子商の商品の破損多少あり，叉地震と同時に殆と杢勝、下停電数時間に及んだ.電

信・電話線も故障を生じた箇所が相営あったが同日中に復奮した程度であった. 被害の大部分は大

分市内の局部F 大分市附近の一部で、あって他のJ 昔sは直入郡竹田町，北海部郡坂ノ市町，大野郡三

重町等である貝
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昭和 16年 11月 四 日 日向灘地震地域踏査報告 165 

(2) 津浪の現象

地震の後生時刻嘗時は幸に干潮時であって本将、下海岸附近では津浪に気付か友かった所が多かっ

たがF 勝、下二三の検潮儀記録につき調査した虎，数10糎程度の津浪の現象を認めるととが出来た

(大分F 津久美，佐伯の前述の詑事参照)

(3) 後光現象

地震と同時に所謂稜光現象を認めたるものが多数あり F 就中大分新聞記事に「鶴崎町の某氏ば地

震後生の時刻頃絡を庫に入れる魚田にありたる所，東西に亘り異様なる光を見p 異常なる音響と同

時に地震を感ず云々」とあった矯め直接本人に面合して尋ねた庭，r自身は確かに電線のスパークと

思ふ」と云ったのを新聞には右の如く掲載されたものと判明した.

嘗日は雷の現象が各地にあり光の色を綜合すれば、電光又はスパ{クによるものと認める方が受賞

かと思はれる節が多い.

(4) 飴震其の他

本所地震記象紙には 19，20 日の雨日は柏多数の地震を記録したが其の後は平常に復した，街地

震の直前及地震後温泉の温度が上昇した庭がある.又別府.由布院等に局後|生有感、地震が柏多くな

った模様である(由布院の前述の記事参照).

延岡市壁の亀裂，墓石ω轄倒及び廻碍(第 6，7国参照〉或は石垣の破損(第 8国〉等庭々

に見受けられる.延岡市恒富の大墓地では約 1-2%韓倒し多くは北西の方向に倒れたが之と逆の.

向きに倒れたものもあった. 廻轄の向も一様でないが第 8固に示したものは上部が下部に濁して

時計まはりに 30
0

廻持したものである.市内を貫通する大瀬川!の堤防に小破損があり，叉比の堤防

ーに沿ふて道路k小亀裂があった.一般には大した被害は見受けられたいが震度は強震のどちらかと

云へば弱い方である.

j毎震 延岡市附近碇泊中の胎舶内で海震を感じた人があった.丁度止って居る般に念にヱンヂど

をかけた様左震動を感じy 坐久の悪い器物は倒れたさうである.

細島町地震津浪のため細島港内.の帆拾の艦網の切断されたものが敷捜あり，うち二践は岸壁に

打ち上げられ，一般は沖に流され翌朝鷲見して引きもどしたが 7哩も沖にあったといふ.津?良り振、

幅は通常の潮汐の干潟の程度であってグその週期は 5分位であったといふ.叉此の港の検潮儀?良

高 1米位の津浪があった事が推測される.此庭の震度は中震(r，V)の強い方である.叉細島伊勢町

漁業組合に於て大橋粂失郎氏の談によれば細島沖に定置しであった大敷網，大謀網は津浪のために

大被害を蒙った由である.

宮崎市 宮崎神宮境内の石燈籍は持制 (N26
0

W 第 9国参照)或は頭部の落ちたるもの(北東)

があったが墓石は一般に時倒し友い.屋根瓦のズリ下り(第 10、園)が稀に見受けられた.
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166 験 震 E寺 報

壁に亀裂の著しいものは殆ど友いが小亀裂は一般に生じた・叉障子はガグの無いものの紙が破れ

た・ F震度は強震 (V)の極く弱いものである.

宮崎市に於ける官余震は有感無感合して 19 日に 51同， 20 日に 12同， 21 日に 4[司， 22 日に

3同と順調に減少した. との中，有感は， 19日に 4同， 20日に 2同!あっただけで、ある.

青島 青島村大字折生迫(オリフザゴ〉の海に注ぐ川は津浪が最初に押しえげて来たが二度目に

押し寄せたものが最大で夜明まで振動して二等もある川底が見へたとともあった由である.川には

二，三十般の帆舶があったが櫨網が切断され川口と上部の橋との聞を往復して流されてゐたが川口

の一腹は櫨網が切れないため他の舟に押し倒され顛覆してしまった.

泊津虞渡川の分流の堀川が泊津の港に注いで居るが干潮時であるのに此の)l[の材木が本流の虞

渡川まで押し流されたととから見て相営r津浪があった事が考へられる.満潮時には斯様友現象が

起るととはあるといふ. ~白津から 4 粁程南方の外浦では漁船が二三般破損したといふ. (油津港務

所山本震己氏談).倫東郷村康渡川河口;及び其の分流の堀川河口で津浪現象を僅かに認めたといふ.

泊津の桧潮儀にも津浪を記象してゐるが地震に際し故障を生じ主要友部分が記録され友かった.

号えに宮崎測候所よりの前記の踏査以後の報告に基き被害，地鳴及び護光現象等の概表を掲載する

(1) 日向灘地震による被害 宮崎野、下に於ける被害は延岡を中心として之を遠ざかるに従ひ少'

仁幌の南方地域では殆ど認められ友い・大韓宮崎郡青島村以北の海岸に沿ひ北進するに従ひ次第に O 

被害の程度を増しy 家屋其の他建築物に損傷程度の被害が認められる.息日ち青島村では煉瓦煙突の

倒壊が 1基あれ宮崎市に於ては殆芝大部分の家屋の壁の亀裂，剥落等の小被害p 石燈籍の顛倒

〈墓石は倒札ず)，煉瓦煙突の倒壊等があった.東諸勝、郡本庄では石燈籍，墓石の顛倒が見られF 更

に北進して東臼杵郡富高では家屋の壁の亀裂，或は墓石の南方ヘ摺勤したものが多く叉倒れたのも

1基見られた延岡市では壁の亀裂，剥落は著しく石垣の崩壊二三を数へ，叉墓石の倒れたもの多

く被害は最も大であった.

ヨたに豚下の建築物，船舶等の被害を市町村別に匡内観測所の報告に基いて掲げる.

観測 地名

南那珂郡
宮崎郡青島

東諸君E本庄
北諸膝郡都城
西諸j探郡真平
児湯郡都農

東臼杵郡門川
延岡

西臼杵郡

ー言己 事

止むの郡内では特筆すべきととはなかった.
午前 2時上り津浪襲来して約 14悶に亙った. 潮の最高約 1米で繋留中の漁船全部縄

を断たれ顛覆したものが三，四隻あり叉橋に堰かれて柱を折ったものが二隻あった.
石燈籍及び墓石倒摸したものや，煙突や土壁に亀裂等があった.
電線の切断がー，ニヶ所あった.
壁に亀裂を生じた所があった.又良幸橋にも亀裂を生じた.
壁に亀裂を生じた家があった.都農紳祉の石垣が約 10間破援した.又掘割決潰し圏道

の交通が一時社紹したが，ナく専に復奮した.
海面の定置網が少し破損し?と.
f毘橋の詑下.道路の亀裂，器物の破損，土壁の落ちたもの等の被害があった.、伶延岡土

木出張所の調査に£れば大瀬川の扇岸の所々に亀裂を生じ復奮費 1500間程度の被害を生
じたといふ.
此の郡では特筆すべきものはなかった.
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号えに負傷者，家屋宇漬及び共の他の建築物の被害を市町村別に表示する.但し死者家屋杢潰は本

務、下には友かった.

宮崎j騒，市町村別地震被害く宮崎直調査〉

負 傷 者 家屋宇潰 其 (J:) 他

妻都本官宮高延山

披時
市村市町

1 40 
1 

庄回
1 
1 

町 1 

鍋島
町 1 1 5 
町 3 

問 市 3 18 

メ日』 計 5 1 70 

く其の他の欄の被害は飾窓の砧、子を最多とし，土塀及び板塀の破損等之に次〈ヴ、

(2) 後光現象及び地鳴

地震比伴って稜光現象を認めた者が多く営所員桝元書記が藤舎内より佐藤技手が市内の自室より

夫々震動の最も強い最中に確認して居り且延岡市の豚土木出張所坂本末弘氏の談話，叉直内上りの

報告等を綜合して考察するに延岡市の南東海上に根源を有する爆登的後光現象がF 地震動の最も強

い時刻に二同程後現したことは確かである如く推定される.倫とれに前後時刻を異にして護光を認

めたと云ふ報告もあるがとれは地震y 電光叉は其の他の原因によるかは不明である.

(ー〉 地震被害地域賓地踏査の際に直接諒取したもの

(1) 宮崎測候所内，気象書記桝元忠二郎氏 自意内より硝、子窓越しに北東方に薄赤味がかう

た爆後的後光を-[eJ，波動の最も強い時に見た.

(2) 宮崎市高千穂通気象技手佐藤武男氏南面した硝子窓越しに南方の山を浮出す. ボ

{ツト赤味がかった色の登光を最も震動の強い時に 1同見たが数秒にして消え?と(とれは

前記のものが反映して見えたものでは友いか?). 

(3) 延岡市恒富宮崎勝、延岡土木出張所坂本末弘氏談地震の最も激lシい時南東方に蛍

り示味がかった光が下から上へ吹き上げられたやうに連績2向上るのを見て，地震よりも

其の火が心配された程であった.

(4) 延岡市方財島大和屋.主人談地震に驚き戸外に飛出した直後南東方の海上に赤味を帯

び、た火が爆護的に下より上に旗がりにパヅパツ占連模して2向上り，共の魚杢穫が明るく

在って砂が見え，事物が見える程になり約 2分間で消えた.

(5) 延岡市旭ベンベJレグ絹糸合社社宅佐藤正義氏談前日夕刻より沖合方面に護光があ

って雷かと思はれた由.
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168 験 震 時 報

(6) 延岡市附近では夜光現象を何人も認めたとの事であるが門川町以南では認めたものは

比較的少い

(二)‘報告に依るもの

(1) 延岡市本小路東y 屋外，[堀川調馬氏 地震の最も強い時，方向は明かでたいが真上の

夫一帯に強烈友電光のやラ左青味がかった色で梢褐色も交へて，きらめいた.

(2) 延岡市土土呂茶屋，屋内，今井昌波氏地震の最も強い時東北東に黄色に淡赤色を帯

びた光を見た.

(3) 東臼杵郡門川町本町， 屋外，吉野忠行氏地震の最も強い時及び事前各一同北東方に

電光の如く白味がかった色の光を見た.

(4) 東臼杵郡富島町宮高，屋内，今村建象氏地震の最も強い時〈直前から〉北東に緑色の

まさった淡緑赤色で，色彩形欣共異替の光が出たり治えたりした其の出波紋は稲妻より

も柏、緩かであった.

(5) 東臼杵郡岩脇村平岩井上清氏 地震前約 1時間の時方向不明だがy ノミット青白い光

りで明るくなった.

(6) 東臼杵郡南方村野田p 屋外，石丸正氏‘地震の最も強い時東方a一面にパット赤味がかっ

た光を 2同見た.

(7) 東臼杵郡西郷村田氏，室内， 内田美幸氏護光方向は不明だが，¥室内から東側の窓が

パット明るくたった，共の光は赤と青とを混合してゐ九

(8) 臼場郡都農町y 屋外(演)地震の強い時，東方・西方・北方・南方の各方向に光を見た・

叉 11時頃にも見た.其の色は日の出前に東方が明るい様危色で一瞬に治え三，四度繰返

Pした.

一般に地震に伴ってよく護光現象が報告されるがjそれが地震現象そのものが芭接の原因と友っ

て後光するかεうかと云ふ事は現在不明の事柄である.今岡の場合も地震によるか電線のスパ{ク

によるか，或は営時雷雨のあった所や稲妻を見た所が九州地方全般に亙って所々にあったが之によ

るか，倫叉共の他の原因かは全く不明であるが，此の未解決の護光現象の調査資料のため匿内観測

所に紹介したととろの結果を弐の頁に表示する.併せて地鳴をも記す.

ぐ3) 地震津浪 宮崎!採下に於ける地震津浪は細島港に最も著しく約 1米内外の高潮で岸壁，道

路を洗ひ，青島村折生迫では港内に繋中の漁船の顛覆，流失等の被害を生じたが夜宇であったとと

と低潮時であったととから湾口の虞い他の漁港或は沿岸では気付か友かった模様である.次に蛇下

の欣況を詳記する.

(1) (i) 泊津及び虞渡河口〈省略前出〉

-16 -
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，~ 

宮崎 j騒内装光現象並地鳴調査表

護 光 地 R烏

観測場所名

時 刻 方 向、 色彩形扶其他 時 刻 51 .弱 音色及び其の他
t¥ 

宮崎郡 コ

清武園民皐校 地強震い時の最も 東方一面 一面にパツと光る 聞きしものなし

田野 /1 吉正震時 東主方として北 青白〈一面に光る
多数に聞きしも

不 確 賃
， 

強た弱震動の終中っ
瞬電光間閃的光の様の青な色白髭，光パ生日 西南方 地震中 相嘗l乞強し 雷の如き菅

瓜生野グ 最も 51iIi、時 東方南及び西 地震前診秒 汽車が銭橋を通

ツパツと光る イ立 る様な音

佐土原グ 最強震直後 北方 ポーツと光る 聞かず

庚瀬 グ 4午5前分1 時 東方
赤味かかヲた色パ 該首なし

ツパツと光る

赤?工 1/ 地震の初期
一面にパツ

黄色味を帯びた光 判明せず
と光る

内海 グ 1時 50分頃 南方
赤川光が下から噴 観測者なし

出するが如し

南那珂郡
青白く稲妻の如く

飯肥中事校 5午0前分頃1 時 方南及向び束の ノぐツノぐツと 2，3 感知ぜず

結島女皐校 地震直後 一面 明同る断く績なる 地震中 強し 大砲の連様積な普的に
なる

泊津園民皐校 観測者なし

'ー

気付なきしたるもの

鵜戸く策ー〉グ 観測者なし 観測者なし

都井 /1 無し 無し

北諸懸郡

西議圏民皐校 無し 地鳴や否や不明
赤扶紅色にて火瞬柱時の

山之口グ 午前 1時頃 を墨す に 砲なき菅るを打も遠ヨ方がで如
して消ゆ

西 諸j謀郡

東際南方の山
日光の如如き色パでツ雷

小林中皐校 光のく パ 無し

ツとの3J如同光る 一
小林圏民皐校 東の方 雷の光 し 不明 不明 ゴウゴウ

高原 グ 南方 黄がかった 不明 易号 遠雷の知き菅

グ' 南西
黄色味光，32同，3此0秒 遠雷の如き普

野 尻 おきに の 地震後 '若君 20 日午後 8

測現者象を見たり 時にも聞く

須木 1/ 観 なし 観測者なし

飯野 グ

!地官1々に目1数震前夜開前時度よ〈9孫のり1時時聞佐3 ， 地震後前強のい日6最時時町午頃もε 

、

加久藤グ 南南西
探照燈の様な色，光

一面にパツと 易号 遠雷の様な菅
る

長幸 グ

;葉;L 現象なし

都城中皐校 '観測者なし
、

東諸県系郡

線図民皐校 気付いたものなし 気付しい、たものな

-17ー
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司ー

設 光 鳴 地
観測場所名

時 刻 方 向 色彩形欺其他 時 刻 強 .ij~ 菅色及び其の他

児湯郡
ヴ

妻閤民皐校 午前2時頃 南
青黄へ味帯遺上探扶湯色陸仕乏かったを赤引側色("'

地震中 大なり 大砲の如き菅

員2南秒東に寄位，後る

周 赤の筋〈内は

高鍋中事校 震動直後
照，に燈幾下分のか撰如らが上く 無し

る

妻中皐校 午前45分1頃時 西労の山頂
火塊で止 り護ぷ克色つ四様彩的て方の電一Ktなにて燈先面バしり上

赤味てのヅが大が光と爆飛燭町か

地f震立後 1秒 中 風撃の如き音

ペ‘ 

尾八重園民事校 地震強のい最時も 東南及び南 地位震前5秒 jj~ 汽車る橋が錯な橋昔を通
方 に光る

木披 グ・ 地震同直後 2 東南方 電光と感じたり 家他鳴せるも其の
不確寅

日赤消出方でを前味度のえ空がー繰にる於様色跨主か主け る東

遠大砲くので菅打位つ
の如〈

地イ震立前 1秒都農 グ 地時震の強い 四方に見ゆ
った光 のものでさ

大砲の様な菅
にして う大きいと

すな扶態 云ふ程でも
ない

美々津 グ 観測者なし 観測者なし

地震強いの最時も 下から撮上I同へパり爆にツ護的延岡市 南東方 f亡 2 ノfツ

青稽味左褐が上 上る
延岡圏民皐校 地震5員のい最時も. 方向ら定ずかな かった色じで 無 L色も交る

土々呂グ 地震強のい最時も 北東東 黄色びたに決も赤の色を帯 聴取し得ず

東臼杵郡

決繰赤穂の妻知り稽き
地・間震前と同52秒時 強前にく52ヲ時間 前出様者し銭後なはJ者菅蓮雷はを'通汽の車如る地震の最時も が緩 それ主宮高買業皐校

強い ，北東 慢Y白に光が出た
り えたり 7せり

の2 弱 秒前〉

門川園民事校

地午午4前4前前震問56後前1位11分分21時頃岡時時頃 北東 電光かのヨ如色〈白践Jが

地秒震位前 20 易若 汽車る様が銭な橋普を通
たの光

富高く策~)I' 南北〉く南主 電光と同一 無.し
1り ，

平岩 グ 方明 ぐツと青見白く光り， 地秒震位前後 2 5員 大砲~様な菅3同る

東郷 グ 強分震前の 2，3 東方りて主後り光一 赤に黄色がかったー様

面になる 乞

地イ震立前数秒 5員 大砲の様な菅

神門 グ
地震四時頃午の3後前0分日8 西北方 約赤線端てのたい2Lと分光如混下にをり4描，位合はよきと緩3決の5，状きりし青問同上其香態赤て花騎色い一のににを於末克滅直火見面

無し

西郷 グ 午4前7 1分時 東方側の見明 観視.u者なし
，8 りを登 にパツと光る

熊野江グ
観一測面者なし 観測者なし

長北滞 西方の山上 感に日ず光明瞭に銭面知 遠方まり聞
汽車様が室な長橋を逼午前 2時 に営る天 に の光る 地震前 えたれども

空 〈 相首張し
る菅

一-18--
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設 光 t也 鳴

観測場所名
時 刻 方 向 d 色彩形欺其他 時 動 5員 易号 菅色及び其の他

〆

西臼杵郡

宮永圏民皐校 無し 地秒震位中 30 強 遠雷の様な普

家イt グ
、

無し 無し

東臼杵郡

東光方一る面に
赤味がかった色で

地秒震位前 10 
南方園民皐校 地強震いの最時も 一面にパ':!と光現 ， 強 大砲の様な菅‘

象る.2同との
/ を見る

北)11 グ 観測者なし 観測者なし

日向灘地震地域踏査報告昭和 16年 11月 19日

青島村折生迫河港-港内の水深は営時 2等位であったが地震と共にザワザワと間もたく

策 2闘地震に伴ふ設光の方向及び

津浪の高さ(米)(宮崎l探〉

、.，F
・・1・噌A，，，‘、

(1)増水した後， (2)港内の水底の見えるまで

減水し， (3)更に高潮じて此の時が最大の高潮

で岸壁の上端に達した(岸壁上端より河底まで

約 5米).斯様友現象を繰返すとと 13，4同で

消失したが，B之が震に河港に繋留中の帆船約30

隻は高;朝と共に繋留網を切断されて港内に架し

であるコンクリ{トの橋脚に押し付けられ， 叉

引潮と共に港口まで引出され之を繰返す中に顛

覆したもの 3隻，内 1隻は帆柱を破損し，港

外に流失じたもの 3隻あり(コンクリ{下橋よ

i

l

l

-

!

 

り港口まで約 150米，巾 25米).

-， 向漁夫の談話によれば夜宇頃干潮であったが

1時前頃非常に潮が引き平常より多量の餌が採

れたとの事である.

美々津川沖で投網出漁、中の船上で

地震 を感じ直後 1米位水位が増加Lたとい

ぷ込・

細島(省略，前出)

(4) 日向灘強震嘗時の気象

、‘，，，
・
唱

A・噌・4F
.、，

AF

〆
'
E

‘、

(iv) 

X 観測せず恭一面に光り
方向不明

設光を見セ
方向

- 19-

宮崎市ーツ葉海岸に於いては地震後間もなく

甫東の強風が吹き出L:，其の風速約 15米/秒と

「ー，
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推定されy 約 20.分で=止んだと去ふ，叉青島で、も同様友現象を認めたといふ.之を宮崎測候所の自

記器械の記象に見るに気星雲の急:降下，温度の異常上昇，滋度の異常減小及び風向y 風速の念費等の

異常的餐化が現れてゐる.倫天気圏を見るに嘗時此の地方に著しv、不連績線の存在して居ったとと

は地震に聯関して注目すべき現象である.

鹿児島懸本勝、下では取り立でてて述べる程の被害はなかった.僅少友一二の被害を奉げれば末

吉町の園民事校では講堂の天井板が一枚落ち，末松の拳校の講堂の壁には数箇所亀裂を生じた.特

別の箇所は震度 IVK達した所もあるが一般に III程度せ I1位の所:もある. 地震に伴ふ後光現

象の報告はないが「肝属郡田代村字麓では雷雨あれ-雷鳴強じ」叉「内ノ浦郡大字北方では雷雨あ

り雷鳴ありJとの報告が鹿児島測候所に達してゐた.宮崎勝、には非常に多く護光現象の報告がある

が之等とイ可等かの聯闘が左いとも限ら注いので雨雷報告を記した次第で、ある.特に地震営時光州附

近に不連績線が存在してゐた事から見て他にも雷現象があったかも知れ危い事が考へられる.

熊本廓 本勝下で仕入吉及び緑川村に於て異常的に地震動が強くー注目に値する.詳細は熊本豚測

候所の報告にあるから此庭には省略する.阿蘇山観測所に於ける震度は弱震であったJ

次に四園地方の踏査の結果を述べる.

宇和島市震度は中震であった地震による被害は殆E認められない.市内東側の寺院境内で墓

石の踊り及び石燈籍のズレがあっk. (第 3-園参照)墓石の踊りの方向は逆時計廻りに約 15
0

で、'

二つの石燈籍は夫々南北及び東西の方向に約2粍動いて居る・一燈寵の直径は約 18糎，上の笠は約

43粧の大きさであった.

後震後約 30分位で小規模た津浪が襲

来した.其の金振幅は最大友るもの約

50糎である長さ約 5聞の停馬舶がー

.隻流され，演遅に乾しであったものがy

二，三流された程度である. (口総y 検潮

ー儀y 記象参照フ

宇和島測候所官合より鬼t城山の中腹

〈宇和島市の南東約 5粁，標高1142米)

NEから vVS.K渉って一直線に赤茶け

た夕焼色の光りを 6同殻震中に観測した

人がある.護震後約 1時聞にして宇和島

市を不連稜線が通過し，官時は附近一帯

事 3.園 宇和島市員数寺境内墓石のRfflり

Q 
8-視

一一 〆ンー、と、

，'(寸¥ (?、‘~(''f\' ( )ムー→ N
一一→N 円 一"J い 円 、t .t.} ¥，，!) 

八¥，ーノ ¥、 ，，";.tiP!m ¥ご y ¥みて/
2l11.i!.-乞・ -'3鍵 J'!''''

に雷雲が殻達しつ LあJコた様ではあるが?雷は観測せられて居たい.上記の後光現象は地震に関

- 20-
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〆

‘. 

日向灘地 震

大分市の被害

(1) 大分市京iJ汀，屋根瓦のズリ下り 、

くの 大分市，春日 j同情.の石燈籍の韓倒 (E→vV)

く4) 大分市大字下郡，納屋倒壊

く鷺坂，本間， 生沼，伊藤，報告附闇〉

(大分測候所〉

く2) 竹町ずfi 窓破損

く5) 駄の原，土塀の倒壌



宮崎勝、延岡市の被害 (鷺主反，本間〉

(G) 延岡市恒富，闘梼形の墓石 N320W へ韓倒

く8) . 延岡市， 石垣崩壊



く9)

• 

(10) 

宮崎懸宮崎市の被害 く宮崎測候所〉 熊本幌、人吉町の被 害 (熊本測候所〕

宮崎利1宮境 の 石燈箆 の 韓 倒 く1) 人 吉の 家屋倒 t1t

宮 崎市高松過に 屋 根瓦 のズリ落ち く2) 人 吉の 家屋倒泣

日向灘地 震 計士 j良検潮儀 記 象

m 
:{ 

(其のー) 宇 手11- 島

く宇 和 烏 測候所槻 iWj)
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聯せるものかp 或は極めて特殊なる電光であるかはP 俄に断定し得ない埼玉，極め了亡特殊なるを受光現

象であらうと思はれる.因に鬼ケ城山附近には電燈線y 送電線の如きは一切ない由である.

宿毛町(高知県系〉 震度は強震と推定せられる.高知膝下では最もひどく揺れた所で、あってy軽微

な被害を蒙った. I3Pち某族館の N23 vV' l'C走る壁が高さ 2問，幅 5間宇許りが完全に揺り落ち，

荒土を露出し， それに相封する壁を各々同じ程度の被害を受けた.叉町内某家の煉瓦壁高さ約 1

間p 長さ約 7問に渉β ものが崩れた. 共の他屋根瓦がズレ又はズリ落ちたものも敷戸あり y 壁に

一亀裂を生じた家も可成りあった. 亀裂にはとれと云ふ特性はない. 電燈p 電話線にも故障を生じ

た.

後震直前に西方に嘗って砲撃或は遠雷の如き地鳴りを聞いた・地震最中戸外に飛び出した人々は

方々で青白い光を見た.電燈y 電話線の故障から考へて恐らく之等の光は線が切れた際のスパーク

であらうと思はれる.

宿毛町よりも南々西約 3粁の片島港に於ては護震後直ちに老幼の男女を趨嘗の地に避難せしめて，

津浪を警戒したが，幸ひ津浪は振幅約 2尺(目測)位の極めて軽微なるもので取立て云ふ程の被

害はなかった.

清水町(高知豚〉 震度は中震であった.地震による被害は殆ど認められない. 後震直前に海鳴

りの如き地鳴を聞きF 後震中方々に青白い後光を見た.他の欣況より推してとれは電線のスノミ{ク

であらうと考へられる.

後震後約 20分にして津浪が襲来しだ.会検潮儀によれば最大振幅 19糎で前後 4同に渉った.

先づ後震後 20分にして、海はどうごうと無気味に鳴り轟きp 約 50糎の上昇を来した.次で週期約

20分位の津浪 4同襲来し，最大は第 2同目で、平常水面より約 60糎の過高を生じた. 清水測候

所では午前 2時 “小津浪が襲来するやも知れず港内の船舶は注意せられたし"と云ふ警報を出

した・其の震か幸ひに被害はなかった. (口絵検儀記象参照)

足摺岬 震度は中震であった.地震及び津浪による被害はない.津浪の欣況は不明である.

中村町(高知廓〉 震度は弱震と推定せられる. 同地としては稀に見る強い地震で振子時計の止

った所は多数あれ人々は驚いて戸外に飛び出した.被害はない

高知市震度は軽震であった.地震による被害はない.高知港に於ても津浪は明瞭に共の襲来を

判定出来なかった.
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